




【講評】

1平面ベクトル

⑴でしっかり立式をして，正解ができるかがポイントとなる．⑵⑶⑷は典型問題なので，確実に取りたい．

2複素数平面

結果のみ答えればよいので，⑵は cos15°, sin15°の値を知っていれば，即答できる．加法定理で解いても良

いだろう．全問確実に取りたい．

3小問集合

⑴～⑷はどれも参考書に載っている典型問題だが，やったことがあるかないかで明暗が別れたと思われる．

⑸だけ異質であり，式変形が煩雑になって戸惑っただろう．

4微分積分

典型問題だが，計算量が多く，今回の試験の中で最も苦労したと考えられる．⑶は xの値で場合分けをし，

絶対値を外して計算することもできるが，本解のように， t(t 2 1)  が連続関数であることから， f x( )を直

接求める方法が最短の求め方となる．

Ⅰ期と同様で，全問数値のみを答える形式となった．全体として，典型的な問題ばかりだが，計算量が多く，

正解をしっかり出すことは難しいと考えられる．4の正答率が低いであろうことを考えると，3でどれだけ

落とさないかが重要となる．ただし，去年のⅡ期と比較すると，取り掛かり易い問題が多く，一次合格ライ

ンは 75%程度と予想される．


